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「地球温暖化研究推進のための国内ワークショップ

地球温暖化と農林水産業－研究の最前線」報告

林 陽生地球環境部長

農林水産省農林水産技術会議事務局 （独）、

農業環境技術研究所 （独）森林総合研究所、、

（独）水産総合研究センター （独）農業・生、

物系特定産業技術研究機構 （独）農業工学研、

究所 （独）国際農林水産業研究センターの共、

催および内閣府の後援を得て、平成 年 月15 12

日に、 ホール（千代田区大手町 ビル）12 JA JA
にて、表記ワークショップを開催した。

ワークショップの背景を解説する最初のセッ

ションでは、北川浩之氏（総合科学技術会議事

務局）と三村信男氏（茨城大学広域水圏科学教

授）から地球温暖化研究の背景と現状について

講演いただいた。続いて、ワークショップの中

心となるセッションでは、現在、農業環境技術

研究所が中核となって実施している温暖化イニ

シャティブ研究「地球温暖化が農林水産業に与

える影響の評価及び対策技術の開発」の成果に

焦点を当て （ ）野内 勇気象研究グループ、 1

長から農林業への温暖化の影響について （ ）、 2
井関和夫氏（水産総合研究センター瀬戸内海区

水産研究所生産環境部長）から水産業への温暖

化の影響について （ ）石塚森吉氏（森林総、 3

合研究所植物生態研究領域長）から温暖化対策

技術の開発について、それぞれ最新の研究を紹

介した。意見交換のセッションでは、及川武久

氏（筑波大学生物科学系教授）に、農林水産業

における温暖化研究への期待、今後の研究へ向

け期待する点について講演を頂いた後、フロア

からさまざまな意見を頂いた。そのなかで、実

際的な場面で温暖化の負の影響を回避するため

の技術に関する質問が多かった。また、放牧地

の温室効果ガスフラックスの評価が重要である

といった意見や、亜酸化窒素の発生と不耕起栽

培との関係解明には土壌微生物の活性について

明らかする必要があるのではないか？など専門

的な立場からの議論があった。

こうした地球温暖化と農林水産業に関する研

究については、これまで主に専門家の間で議論

されることが多かった。このため、一般市民を

含めた多くの方に温暖化研究の背景と科学的な

意義について理解を深めて頂くことを第一の目

的として本ワークショップを開催した。この点

について、一般からも含め合計 名の参加が135

あり、研究の重要性や今後の研究のあり方など

について意見交換を行うことができた。

なお当日は温暖化と農林水産業に関するパン

フレットを配布するとともに、アンケート調査

を行い 割強の参加者から回答を頂いた。主な4
1 20調査結果を次に示す （ ）参加者の年齢は。

、 。～ 才以上と幅広く 才台が最も多かった60 40
（ ）研究者 ％、公務員 ％、民間企業か2 29 18

ら ％参加があった 開催の情報源は ホ13 3。（ ） 「

ームページ 「チラシ」とも ％であった。」、 16

（ ）参考になったか否かについては「参考に4
なった」 ％ 「参考にならなかった」 ％な88 5、

どであった（図参照 。）

意見交換およびアンケート調査で明らかにな

った点については、引き続き研究を進めるなか

。 、 、で対応していきたい また 今後の研究成果は

ホームページにて情報提供していく予定であ

る。
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